
人件費（16.5％）

物件費（1０.2％）

補助費等（10.5％）
普通建設事業費（7.8％）
災害復旧事業費（3.9％）

扶助費（18.1％）

公債費（9.1％）

積立金（9.5％）

繰出金（10.3％）

歳入総額
145億36万円

歳出総額
138億4,810万円

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　（
2.6
％
）

貸
付
金（
1.4
％
）

投
資
及
び
出
資
金（
0.1
％
）

（その他の内訳）（その他の内訳）

市　税
29億1,781万円

（20.1％）

その他
16億1,572万円

（1１.1％）

地方交付税
48億9,625万円

（33.8％）

県支出金
11億8,680万円

   （8.2％）
国庫支出金

２４億2,867万円
（16.7％）

市 債
8億4,180万円
（5.8％）

諸収入
3億4,149万円（２.4％）
繰入金
2億7,182万円（1.9％） 歳入

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地 方 特 例 交 付 金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

4億6,057万円
1,169万円

５億3,395万円
1億5,758万円
1億2,857万円

1,515万円
5,221万円
1,629万円

114万円
1,837万円
1,600万円
9,625万円

２23万円
1億  572万円

衛生費
１０億4,018万円

（７.5％）
土木費

14億790万円
（10.2％）

消防費　3億2,090万円（2.3％）

教育費
10億6,449万円

（7.7％）

公債費
21億231万円
（15.2％）

商工費　5億9,117万円（4.3％）
議会費
1億5,349万円
　　　（1.1％）

労働費
1億486万円

（0.7％）
農林水産業費
6億8,028万円

（4.9％）

総務費
20億6,045万円
（14.9％）

民生費
37億7,576万円

（27.3％）

災害復旧費　5億4,631万円（3.9％）

財政公表

令
和
令
和
44
年
度
の
決
算
状
況

年
度
の
決
算
状
況

　
市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

総
　
括

　
令
和
4
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
４

5
億
36
万
円
、歳
出
が
１
３
８
億
4
8
1
0
万
円
と
な
り
、

歳
入
で
1
・
5
％
の
増（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）、
歳
出

で
0
・
2
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
歳
入
歳
出
の
差

引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財

源
7
0
8
1
万
円
を
引
い
た
5
億
8
1
4
5
万
円
が
実
質

的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
入

　
歳
入
で
は
、
市
税
が
8
・
8
％
増
の
29
億
1
7
8
1
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
市
民
税
は
、
大
口
法
人
か

ら
平
年
の
税
額
を
大
き
く
超
え
る
納
税
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
1
億
8
4
9
3
万
円
（
15
・
9
％
）
増
の
13
億

5
1
6
3
万
円
と
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
、

地
方
特
例
交
付
金
な
ど
が
大
き
く
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
８
月
大
雨
災
害
や
平
年
以
上
の
降
雪
に
よ

り
特
別
交
付
税
が
増
額
と
な
っ
た
結
果
、
1
・
2
％
増
の

48
億
9
6
2
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
は
、
今
後
10
年
間
の
地
域
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る「
に
こ
に
こ
地
域
づ
く
り
基
金
」に
積
み
立
て
る
た

め
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
が
増
額
、
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

用
地
の
売
却
に
よ
り
財
産
収
入
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
出

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
に
お
い
て
「
に
こ
に
こ
地
域
づ
く

り
基
金
」
へ
2
億
5
2
5
0
万
円
を
積
み
立
て
た
こ
と
な

ど
が
大
き
く
影
響
し
、
24
・
4
％
増
の
20
億
6
0
4
5
万

円
と
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
商
工
費
は
、
令
和
3
年
度
に
実
施
し
た
道
の
駅
隣
接
地

の
機
能
強
化
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
が
大
き
く
影
響

し
、
35
・
8
％
減
の
5
億
9
1
1
7
万
円
と
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
令
和
４
年
８
月
大
雨
災
害
に
よ
り
災
害
復
旧
費
が

前
年
度
の
15
万
円
か
ら
、
ほ
ぼ
皆
増
と
な
る
5
億

4
6
3
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、「
に
こ
に

こ
地
域
づ
く
り
基
金
」
に
積
み
立
て
る
た
め
基
金
を
取
り

崩
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
末
か
ら
4
5
5
3
万
円

減
少
し
、
総
額
17
億
2
1
0
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
新
規
発
行
額
が
８
億
４
１

８
０
万
円
、元
金
償
還
額
が
12
億
１
４
９
2
万
円
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
差
引
額
３
億
７
３
１
2
万
円
が
前
年
度
か
ら
減

額
と
な
り
１
２
１
億
３
８
６
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合計121億3,864万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
0万円

1,921万円
０万円

81万円
27万円

4,626万円
0万円
0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,766万円
10億8,794万円
1億8,071万円

23億8,928万円
3億7,396万円

28億2,611万円
864万円

5,731万円

3,766万円
10億6,873万円
1億8,071万円

23億8,847万円
3億7,369万円

27億7,985万円
864万円

5,731万円

29億1,781万円

市民税
13億5,163万円

（46.3％）

固定資産税
11億6,635万円

（40.0％）

軽自動車税
8,735万円（3．0％）
市たばこ税
1億5,764万円（5.４％）

入湯税
2,444万円（0.8％）
都市計画税
1億3,040万円（4.5％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業

合　　　　計

特
別
会
計

121億3,864万円
48億8,581万円
１１億1,321万円

4,090万円
181億7,856万円

（令和5年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

13万8,617㎡
2,311万6,909㎡

30万9,201㎥

5２億7,367万円
１７億2,105万円
35億5,262万円

2,951㎡
3億1,400万円
2億8,168万円
1億8,052万円

民生  6,777万円
衛生　２億4,017万円

農林水産
5億3,680万円

土木

土木

土
木 （公園）

4,898万円
教育

その他
6億3,104万円

消防 3億7,658万円15億1,379万円

臨時
財政対策債
44億
102万円

商工 4億4,510万円

（都市計画）
２2億5,159万円

（道路橋りょう・住宅）
16億2,580万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

R4
年
度

R3
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

85.0％

経常収支比率
88.9％
92.1％

財政力指数
＊ ＊

0.42
県内9市平均 88.1％ 0.62

0.42
0.61

全  国  平  均 88.1％ 0.63

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率
－－－

14.02

連結実質赤字比率
－－－

19.02

実質公債費比率
8.8

25.0

将来負担比率
43.1

350.0
県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 8.0 55.5

＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構
造

の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
。
毎
年
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
、
必
ず
支
払
う
経
費
の

割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
。

　
一
般
の
家
庭
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る
場

合
、
標
準
的
な
生
活
費（
家
賃

や
食
費
な
ど
）に
対
す
る
標
準

的
な
収
入
（
給
料
な
ど
）
の
割

合
で
す
。
な
お
、
標
準
的
な

生
活
費
と
標
準
的
な
収
入
の

差
額
で
不
足
が
生
じ
る
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
普
通
交
付

税
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模（
地
方
公
共
団
体
が
自

由
に
使
え
る
財
源
の
標
準
的

な
収
入
）に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全
会

計（
一
般
会
計
な
ど
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
を

含
む
）の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債
な

ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高（
親
が
肩
代

わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、
家

族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
係
る
経
費
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
財
源
（
貯
金
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
額
が
、
そ
の
年
の
給

料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。

問
財
政
課
（
市
役
所
3
階
）　
☎
88
‐
8
1
2
0
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